
１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
等
に
つ
い
て

〇
対
策
本
部
会
議
の
開
催
状
況

　

令
和
２
年
２
月
26
日
に
「
新
冠
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
て
以
来
、
規
模
を
縮

小
の
上
、
連
日
、
定
例
の
本
部
会
議

を
開
催
し
、
管
内
に
お
け
る
新
規
感
染

者
の
発
生
状
況
な
ど
の
確
認
、
情
報
の

共
有
と
町
内
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

場
合
、
速
や
か
に
対
応
や
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
よ
う
体
制
を
維
持
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

〇
感
染
状
況
等

　

当
町
に
お
け
る
感
染
者
数
は
本
年
８

月
末
ま
で
で
４
３
１
人
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
う
ち
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら

４
０
０
人
、
率
に
し
て
９
２
・
８
％
と
、

ほ
と
ん
ど
が
今
年
に
入
っ
て
か
ら
と
い

う
状
況
で
す
。
特
に
５
月
の
１
４
６
名

に
続
き
、
８
月
は
１
４
９
名
と
急
拡
大

が
み
ら
れ
、
９
月
に
入
っ
て
か
ら
も
12

日
現
在
29
名
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
幸
い
に
し
て
罹
患

者
が
重
症
化
し
た
と
い
う
報
告
は
受
け

て
い
ま
せ
ん
。

〇
町
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
罹
患

　

病
棟
看
護
補
助
職
員
１
名
が
８
月
29

日
に
陽
性
者
と
し
て
判
明
し
て
い
ま
す

が
、
休
暇
中
の
感
染
発
覚
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
診
療
所
内
で
は
濃
厚
接
触
者

は
い
な
い
と
保
健
所
よ
り
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

次
に
病
棟
看
護
師
１
名
が
８
月
31
日

に
陽
性
者
と
判
明
し
、
症
状
出
現
前
の

８
月
27
日
に
一
緒
に
夜
間
勤
務
し
て
い

た
看
護
師
１
名
が
濃
厚
接
触
者
に
指
定

さ
れ
た
た
め
、
入
院
患
者
さ
ん
14
名
全

員
と
８
月
30
日
に
退
院
さ
れ
た
患
者
さ

ん
１
名
に
つ
い
て
、
す
み
や
か
に
抗
原

検
査
お
よ
び
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、

全
員
陰
性
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

８
月
22
日
現
在
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
は
、
町
民
全
体
で
対
象
者
が

５
０
６
７
名
に
対
し
、
１
回
以
上
接
種

さ
れ
て
い
る
方
が
４
２
６
１
名
で
接
種

率
で
は
、８
４
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
、
５
歳
か
ら
11
歳
の
小

児
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
の
ワ
ク
チ
ン

で
、
接
種
率
は
28
％
で
す
。

　

次
に
12
歳
以
上
は
３
回
も
し
く
は
４

回
目
接
種
へ
進
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち

４
回
目
接
種
の
対
象
者
は
60
歳
以
上
の

方
お
よ
び
18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
や
医
療
従
事
者
な
ど

お
よ
び
高
齢
者
施
設
な
ど
の
従
事
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
回
目
以
降
の
接
種
率
で
す
が
、
10

代
が
47
％
、
20
代
が
56
％
、
30
代
が

70
％
、
40
代
が
73
％
、
50
代
は
79
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
以
上
は
４
回
目

接
種
へ
進
ん
で
い
ま
す
が
接
種
率
で
は

60
代
が
88
％
う
ち
４
回
目
接
種
終
了
者

は
69
％
、
70
代
で
は
88
％
う
ち
４
回
目

接
種
終
了
者
75
％
、
80
代
88
％
う
ち
４

回
目
接
種
終
了
者
72
％
、
90
代
82
％
う

ち
４
回
目
接
種
終
了
者
67
％
、
１
０
０

歳
以
上
は
全
員
４
回
目
接
種
終
了
者
で

83
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り

組
み
開
始
に
つ
い
て

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
正
式
名

称
を
「
地
方
創
生
応
援
税
制
」
と
い
い
、

国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方

創
生
の
取
り
組
み
に
対
し
、
企
業
が
寄

附
を
行
っ
た
場
合
に
法
人
関
係
税
か
ら

税
額
を
控
除
す
る
制
度
で
す
。

　

制
度
は
、
平
成
28
年
に
内
閣
府
が
創

設
し
、
令
和
２
年
４
月
の
税
制
改
正
に

よ
り
寄
附
額
の
最
大
６
割
で
あ
っ
た
税

額
軽
減
が
約
９
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
企
業
の

実
質
税
負
担
は
、
１
割
ま
で
に
圧
縮
さ

れ
る
と
い
う
大
き
な
税
制
上
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
税
制
改
正
に
よ
り
企
業
側
の
関

心
は
高
ま
り
、
制
度
改
正
の
行
わ
れ
た

令
和
２
年
度
全
国
の
寄
附
受
入
件
数

は
、
前
年
比
９
２
２
件
増
の
２
２
４
９

件
、
受
入
額
は
、
お
よ
そ
76
億
円
増
の

議　会
-第３回定例会 -

町
長
行
政
報
告

１
１
０
億
円
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
受
入
を
可
能
と
す
る
た
め
寄
附

の
対
象
は
、
町
が
作
成
し
、
内
閣
府
が

認
可
し
た
地
域
再
生
計
画
に
係
る
事
業

に
対
し
て
企
業
が
寄
附
を
行
っ
た
際

に
、
税
額
が
控
除
さ
れ
る
た
め
、
町
は

地
域
再
生
計
画
の
樹
立
を
急
い
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
７
月
８
日
、
当
町

の
地
域
再
生
計
画
が
認
定
さ
れ
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
入
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
中
で
は
、
寄
附
を
し
て
い
た

だ
く
企
業
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
町
づ
く
り
事
業
を
４
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
分
け
、
ま
ち
づ
く
り

全
般
に
わ
た
る
支
援
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
地
域
再
生
計
画
を
構
築
し
ま
し

た
。

　

当
町
に
は
、
ふ
る
さ
と
新
冠
を
離
れ

都
会
で
生
活
の
基
盤
を
築
い
た
方
、
あ

る
い
は
都
会
で
起
業
を
し
た
方
々
が
作

る
東
京
新
冠
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

当
町
で
事
業
を
行
い
、
本
店
を
他
所
に

構
え
る
事
業
者
も
あ
り
ま
す
し
、
当
町

の
レ
・
コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
を
抱
く
企
業
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
当
町
に
想
い
を

寄
せ
、
あ
る
い
は
支
援
の
思
い
を
抱
く

可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
寄

附
と
い
う
性
質
上
、
積
極
的
な
働
き
か

け
に
よ
っ
て
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
町
の
ま
ち
づ
く
り

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
１
件
で
も

多
く
の
企
業
が
当
町
へ
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
検
討
し
、
寄
附
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

３　

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大

地
震
に
よ
る
被
害
想
定
に
つ
い
て

　

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
領
域

は
、
過
去
に
巨
大
地
震
や
巨
大
津
波
が

幾
度
と
な
く
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
災
害
記
録
の
分
析

な
ど
か
ら
、
国
は
東
日
本
の
太
平
洋
沿

岸
の
極
め
て
広
い
範
囲
で
の
大
津
波
の

想
定
を
発
表
し
、
こ
れ
を
受
け
、
北
海

道
は
、
本
年
７
月
28
日
に
「
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
に
よ
る
被

害
想
定
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

被
害
想
定
の
前
提
条
件
と
し
て
、
地

震
発
生
時
期
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
被
害

が
異
な
る
た
め
、「
夏
の
昼
」「
冬
の
夕
」

「
冬
の
深
夜
」
の
３
パ
タ
ー
ン
で
推
計

さ
れ
、
「
冬
の
深
夜
」
は
、
就
寝
中
の

時
間
帯
で
避
難
準
備
に
時
間
を
要
し
、

夜
間
の
暗
闇
や
積
雪
・
凍
結
に
よ
り
避

難
速
度
が
低
下
す
る
た
め
、
被
害
が
多

く
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
想
定
さ
れ
る
当
町
の
最
大
津

波
高
は
、
節
婦
漁
港
で
１
０
・
３
㍍
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
想
定
は
、「
建
物
被
害
」
は
津

波
や
揺
れ
に
よ
る
全
壊
棟
数
、「
人
的

被
害
」
は
津
波
や
建
物
倒
壊
に
よ
る
死

者
数
な
ど
が
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
早
期

避
難
率
や
呼
び
か
け
の
効
率
に
よ
る

「
避
難
行
動
の
違
い
」
を
条
件
分
け
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
件
を
も
と
に
、
最
も
被
害
が

多
く
な
る
と
さ
れ
る
「
冬
の
深
夜
」
で

推
計
し
た
場
合
、
当
町
の
建
物
被
害
の

全
壊
棟
数
は
、
７
６
０
棟
、
人
的
被
害

の
死
者
数
は
最
大
２
６
０
０
人
、
早
期

避
難
率
が
高
く
呼
び
か
け
を
効
率
的
に

実
施
し
た
場
合
で
も
２
３
０
０
人
と
非

常
に
厳
し
い
想
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
的
被
害
は
、
浸
水
区
域
外
へ

避
難
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
推
計
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
新
冠
市
街
地

お
よ
び
節
婦
市
街
地
は
い
ず
れ
も
全
域

が
浸
水
区
域
と
な
る
こ
と
か
ら
、
被

害
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
浸
水
区
域
内
に
あ
る
役
場
、
診
療

所
、
新
冠
小
学
校
な
ど
の
緊
急
避
難
場

所
へ
避
難
す
る
こ
と
に
よ
り
一
定
数
は

被
害
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
般
の
推
計
に
係
る
詳
細

の
デ
ー
タ
を
取
り
寄
せ
て
分
析
し
た
上

で
、
実
態
に
即
し
た
対
策
な
ど
の
検
討

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
診
療
所
の
改
築
に
合
わ
せ
た

津
波
避
難
機
能
の
追
加
検
討
と
節
婦
市

街
地
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
検
討

の
い
ず
れ
に
あ
た
っ
て
も
、
財
源
確
保

が
大
前
提
の
課
題
と
な
り
ま
す
の
で
、

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
地
震
特
措
法
改

正
に
よ
る
特
例
補
助
制
度
の
活
用
や
、

北
海
道
へ
の
新
た
な
財
政
支
援
の
要
望

な
ど
に
も
各
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
む
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
対
策

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

４　

ひ
だ
か
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
合
同
会

社
と
の
包
括
連
携
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

ひ
だ
か
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
合
同
会

社
と
当
町
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
避
難
所

運
営
訓
練
に
お
け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給

電
車
両
に
よ
る
給
電
体
験
の
実
施
や
町

職
員
を
対
象
と
し
た
当
車
両
の
操
作
講

第３回定例会

　９月 13 日に招集された第３回定例町議会は、９月 16 日、全日程を終えて閉会しました。

　今定例会では、鳴海町長、奥村教育長の行政報告のほか、令和４年度の補正予算などが審議されました。

　町長と教育長の行政報告の概要についてお知らせします。
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